
P1-11

P1-13

P1-解-1

P1-解-14

ハイブリッドケーソン製作工　正誤表 平成19年5月1日 訂正

誤 正頁

図－ ３ 構造例－１（ケーソン形式、底版ＳＲＣタイプ） 

図－ ４ 構造例－２（ケーソン形式、底版合成版タイプ） 

図－ ５ 構造例－３（ケーソン形式、バットレスケタイプ） 

図－ ６ 構造例－４（上部鋼殻ケーソン形式、底版ＲＣタイプ） 

図－ ７ 構造例－５（上部鋼殻ケーソン形式、底版ＳＲＣタイプ） 

図－ ８ 構造例－６（バットレス形式） 

図－ ９ 構造例－７（バットレス形式、ケーソンタイプ） 

図－１０ 構造例－８（上部鋼殻バットレス形式） 

図－ ３ 構造例－１（ケーソン形式、底版ＳＲＣタイプ） 

図－ ４ 構造例－２（ケーソン形式、底版合成版タイプ） 

図－ ５ 構造例－３（ケーソン形式、バットレスタイプ） 

図－ ６ 構造例－４（上部鋼殻ケーソン形式、底版ＲＣタイプ） 

図－ ７ 構造例－５（上部鋼殻ケーソン形式、底版ＳＲＣタイプ） 

図－ ８ 構造例－６（バットレス形式） 

図－ ９ 構造例－７（バットレス形式、ケーソンタイプ） 

図－１０ 構造例－８（上部鋼殻バットレス形式） 

第２号代価表  材料費（鋼材） 

材 種 規 格 形  状 単位 数  量 単  価 金  額 摘  要 

鋼  板 SS400 t=8 ｔ 450.585 84,390 38,024,868 

鋼  板 SS400 t=12 ｔ 52.246 単価省略 金額省略  

鋼  板 SM490A t=8 ｔ 102.398  

鋼  板 SM490A t=22 ｔ 44.450  

Ｈ 形 鋼 SS400 250×125×6×9 ｔ 62.150  

Ｈ 形 鋼 SS400 400×400×13×21 ｔ 137.850  

溝 形 鋼 SS400 125×65×6×8 ｔ 33.128  

溝 形 鋼 SS400 150×75×6.5×10 ｔ 11.025  

溝 形 鋼 SS400 200×90×8×13.5 ｔ 18.600  

溝 形 鋼 SS400 250×90×11×14.5 ｔ 97.470  

山 形 鋼 SS400 90×90×10 ｔ 26.232  

山 形 鋼 SS400 100×75×7 ｔ 97.560  

山 形 鋼 SS400 250×90×10×15 ｔ 187.568  

平 鋼 SS400 50×12 ｔ 5 760

第２号代価表  材料費（鋼材） 

材 種 規 格 形  状 単位 数  量 単  価 金  額 摘  要 

鋼  板 SS400 t=8 ｔ 450.585 84,005 37,851,393 

鋼  板 SS400 t=12 ｔ 52.246 単価省略 金額省略  

鋼  板 SM490A t=8 ｔ 102.398  

鋼  板 SM490A t=22 ｔ 44.450  

Ｈ 形 鋼 SS400 250×125×6×9 ｔ 62.150  

Ｈ 形 鋼 SS400 400×400×13×21 ｔ 137.850  

溝 形 鋼 SS400 125×65×6×8 ｔ 33.128  

溝 形 鋼 SS400 150×75×6.5×10 ｔ 11.025  

溝 形 鋼 SS400 200×90×8×13.5 ｔ 18.600  

溝 形 鋼 SS400 250×90×11×14.5 ｔ 97.470  

山 形 鋼 SS400 90×90×10 ｔ 26.232  

山 形 鋼 SS400 100×75×7 ｔ 97.560  

山 形 鋼 SS400 250×90×10×15 ｔ 187.568  

平 鋼 SS400 50×12 ｔ 5 760

①製作工数算定式 

製作工数Ｍはケ－ソンの構造形式・形状等別（基準の解説 ３.製作工数算定例で説明する。）に鋼材の設計重量Ｗｓｉ

（材料割増しない数量）および、１t当たり製作工数Ｋｉを求め、それらを乗じて求められる構造形式・形状等別の製作

工数の和として求める。設計重量として計上する鋼材は「１－１－２－１－１、１）、(1)、①鋼材費」に定義した鋼材

とし、スタッドは含まない。 

４）鋼重補正係数（Ｅ４） 

「１－１－２－１－１、１）(1)、①鋼材費」に定める鋼材の総鋼重量（Ｘ）に対して補正する。総鋼重量は「２－１－

４－１、２）、(1)、①製作工数算定式」におけるΣＷｓｉとして求められる鋼材重量である。 

①製作工数算定式 

製作工数Ｍはケ－ソンの構造形式・形状等別（基準の解説 ３.製作工数算定例で説明する。）に鋼材の設計重量Ｗｓｉ

（材料割増しない数量）および、１t当たり製作工数Ｋｉを求め、それらを乗じて求められる構造形式・形状等別の製作

工数の和として求める。設計重量として計上する鋼材は「１－１－３、１）、(1)、①鋼材費」に定義した鋼材とし、ス

タッドは含まない。 

４）鋼重補正係数（Ｅ４） 

「１－１－３、１）、(1)、①鋼材費」に定める鋼材の総鋼重量（Ｘ）に対して補正する。総鋼重量は「２－１－５－１、

１）、(1)、①製作工数算定式」におけるΣＷｓｉとして求められる鋼材重量である。 

※今後の改訂・正誤表情報については、幣センターＨＰ『改訂・正誤表のお知らせ一覧（http://www.scopenet.or.jp/main/product/corrigenda.html）』をご覧ください。


